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8-17週齢の雌の MSR-A ノックアウトマウスと野生型マウスを用いた。深麻酔下にて坐骨神経を剖出し幅約 2 mmの
クリップで20秒間神経を圧迫、傷口を縫合し 3 週間後同神経を取り出した。横断面の観察には圧迫部位の最遠位部か
ら O.4mm近位側を選び、チオニン染色にて形態的観察を行った。また軸索の観察用に解きほぐし線維も作成した。
MSR は酸化 LDL をはじめとする様々な分子をリガンドとしているため、障害後の末梢神経での酸化脂質の存在を
検索する目的で抗酸化フォスファチジルコリン抗体を用いた免疫染色を行った。
【結果】
MSR-A ノックアウトマウス、野生型マウスの有髄線維密度の平均は各々 21727/師、 22993/凶と有意差はなく圧迫
障害後でも統計的に有意差は見られなかった。また有髄線維径でも圧迫前では各々 5.50μm、 5.34μm、圧迫後では
4.66μm、 5.01μmと有意差は認めなかった。これに対し、観察されたオニオンバルブの数は圧迫障害後、ノックア


















いる o これは MSR の本来の役割として最近注目されている変性細胞の処理という面を末梢神経において初めて示し
たものであり、末梢神経障害後におけるミエリンの処理再生過程の解明への新たな足がかりとなる実験である o
以上の点により、本論文は学位に値すると考える o
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